有難い時代の惠み　一家を擧げて[footnoteRef:1] [1:  『國民新報』1940年1月21日号] 


李光洙改め　香山光郎

『私 (わたし)は昔 (むかし)から山 (やま)が好 (す)きでね、それで香山と名をつけました。何 (なに)しろ孫 (まご)子 (こ)の代 (だい)までつたはる氏をつくるのですから、小 (せう)説 (せつ)を書 (か)くより苦 (く)心 (しん)しましたよ。香山 (かやま)といふのは、橿原 (かしはら)の天の香 (か)具 (ぐ)山 (やま)を聯 (れん)想 (そう)させるでせう。名 (な)前 (まへ)は李光の洙 (ママ)『光』をとつて光郎としました。ミツヲと讀んでもよけけれ (ママ)クワウラウと讀 (よ)んでもよいのです。もちろん、うちの子 (こ)供 (ども)もこの香 (か)山 (やま)姓を名乗 (なの)り、嫁 (よめ)や孫 (まご)にも、新 (あたら)しい姓名をとほして、有難 (ありがた)い時 (じ)代 (だい)に生 (うま)れた感 (かん)謝 (しや)を充 (じう)分 (ぶん)に味 (あぢ)[あ]はすつもりです。』
半 (はん)島 (とう)文 (ぶん)壇 (だん)の大 (おお)御 (ご)所 (しよ)[footnoteRef:2]、春 (しゆん)園 (えん)李光洙 (しゆ)氏 (し)が香 (か)山 (やま)光 (みつ)郎と名乗 (なの)るについては、先 (ま[ず])かう言 (い)ふ苦 (く)心 (しん)と因縁 (いんえん)があるのである。 [2:  「大御所」のルビが間違って「だいぎよしよ」になっている。] 

とかく物 (もの)識 (し)りといふものは――と改 (あらた)まつた口 (こう)上 (じやう)を言 (い)ふほどではないが、世 (せ)人 (じん)の風 (かざ)上 (かみ)に立 (た)つて、知 (ち)識 (しき)と教 (けう)養 (やう)を教 (けう)示 (じ)する立 (たち)場 (ば)にあるものの中 (なか)には、時 (とき)の動 (うご)きにわざと目 (め)を向 (む)けないことを誇 (ほこ)り顔 (かほ)にする者 (もの)がないこともない。知 (ち)識 (しき)人 (じん)といふ奴 (やつ)は、自 (じ)分 (ぶん)の知 (ち)識 (しき)で自 (じ)分 (ぶん)勝 (かつ)手 (て)な理 (り)論 (ろん)をうみ出 (だ)し、この理 (り)論 (ろん)で現 (げん)實 (じつ)をこねまはすことに得 (とく)意 (い)である。李光洙 (しゆ)氏も實 (つじ)はその知 (ち)識 (しき)人 (じん)の第 (だい)一人 (にん)者 (しや)なのだが、流 (さす)石に理 (り)論 (ろん)で現 (げん)實 (じつ)をこねまはすことはしない。
[bookmark: _GoBack]『私 (わたし)の二男 (なん)は二郎 (らう)、三男は榮 (さかえ)、長 (ちやう)女 (じよ)は蘭 (らん)子 (こ)、次 (じ)女 (じよ)は華 (はな)子 (こ)、それから嫁に千代 (よ)[、]孫 (まご)に明 (あき)子 (こ)と、それぞれつけることにしましたが、これらの名 (な)前 (まへ)はたいてい、これまでの名 (な)前 (まへ)を基 (もと)にして内 (ない)地 (ち)式にあらためたものです[footnoteRef:3]。今日 (けふ)、私達 (わたしたち)がつかつてゐる支那 (しな)式の姓名 (めい)は、せいぜい七百年位 (くらゐ)前 (まへ)からはいつたもので、それ以 (い)前 (ぜん)は、内 (ない)地 (ち)人 (じん)と同 (おな)じ系統 (けいとう)の姓名 (めい)をつかつてゐました。つまり、何 (なに)々麿 (まろ)とか武 (たけ)夫 (を)とかいふ名 (な)前 (まへ)は、新羅 (しらぎ)時 (じ)代 (だい)には廣 (ひろ)く使 (つか)はれてゐたものです。そこで今 (こん)日 (にち)、民 (みん)事 (じ)令 (れい)の一部 (ぶ)改正 (かいせい)によつて、私 (わたし)達 (たち)が内 (ない)地 (ち)式の名にかへるのは、要 (よう)するに、七百年前 (まへ)の先 (せん)祖 (ぞ)にかへるやうなもので、露 (ろ)骨 (こつ)に言 (い)へば、支那 (しな)から借 (か)りてゐた名 (な)前 (まへ)をすてゝ、生 (うま)れ故 (こ)郷 (けう)の名 (な)前 (まへ)にかへるやうなものです。これは法令 (ほうれい)が出 (で)たからさうするのだと言 (い)ふより、さうする方 (ほう)が正 (たゞ)しいからさうするのであると思 (おも)ふべきで、全 (まつた)く自 (し)然 (ぜん)なことなのですよ。自 (じ)分 (ぶん)の思考 (こう)の方 (ほう)向 (かう)や行 (こう)動 (どう)を、社 (しや)會 (くわい)の環 (くわん)境 (きやう)や或 (あ)る法 (ほう)規 (き)などで、規 (き)定 (てい)されることを、インテリは好 (この)まない性質 (せいしつ)があるものですが、朝鮮 (てうせん)のインテリは自 (じ)分 (ぶん)自 (じ)身 (しん)が一日もはやく皇 (こう)國 (こく)臣 (しん)民 (みん)になり切 (き)つて、同胞 (どうほう)をこの方 (ほう)向 (かう)に導 (みちび)くことが最 (もつと)も大 (たい)切 (せつ)な仕 (し)事 (ごと)であり、インテリの持 (も)つ最 (さい)高 (こう)の使 (し)命 (めい)ではないでせうか』 [3:  次男の創氏名は光昭で、三男、嫁、孫は実在しない。この記事は『毎日新報』1939.12.20記事リメークしたものと思われる。] 


